
２０１９年６月１５日 教 育 合 同 第６５１号

教育現場の労働者が 誰でも入れる みんなでつくる教育合同

発 行 大阪教育合同労働組合
Education Workers and Amalgamated Union Osaka(EWA)

発行人 増田 俊道

連絡先 大阪市中央区北浜東１- １７ ８Ｆ

Tel (06)4793-0633 Fax(06)4793-0644 E-mail: info@ewaosaka.org http://www.ewaosaka.org

２０１９年６月１５日

第６５１号
1 部1 0 円（組合員は組合費に含む）

郵便振替0 0 9 6 0 - 7 - 1 1 7 2 7 4

６月11日、大阪府と組合と

の夏期一時金団交が行われま

した。組合は要求項目の中で、

「常勤講師・臨時主事の３月

31日を任用しない『一日空白』

問題を解決し、夏期一時金を

在職・勤務期間に応じて支給

すること」を重点とすること

を府に通告していました。府

はこの間、2020年度からの解

決を検討していると回答して

いました。総務省はすでに

「空白期間」の適正化を数年

前より示し、組合もずっと以

前から解決を要求し続けてき

ました。

やっと聞きたかった回答が！！

団交では、府より「再度任

用するため、不必要な空白期

間が生じぬよう適切に対応」

するとして、2020年３月31日

までを任用期間とすることが

回答されました。この空白期

間がなくなることによって大

きく次のような労働条件の変

更があります。① 年次休暇の

付与日数が１年間で19日から20

日となる。② 退職手当が通算さ

れる。③ 夏期一時金が勤務期間

に応じて100％の支給となる。④

公立学校共済への加入です。

特に①については、10月の

更新時から変更となります。

その他の変更については、

2020年度以降に変更があるも

のですが、次に影響が大きい

のは公立学校共済加入です。

組合は、これらの変更が講師

たちにしっかりと周知される

よう概要説明する資料を作成

する必要があること、学校現

場において府立や市町村の区

別なくスムーズに事務手続き

等が行えることを要求しまし

た。

大阪市は、6月12日に行わ

れた夏季一時金交渉で、19年

3月31日が日曜であったため、

期末手当を100％支給すると

しました。しかし、「一日空

白」解消を検討と回答しつつ

その時期は明言しません。大

阪府内が、現在のところ、一

歩リードした状況です。

組合は、大阪府・大阪市・

堺市と夏期一時金団交を行っ

ています。

各自治体とも夏期一時金に

ついては、昨年度の人事委員

会勧告に沿って、夏、冬の区

別をなくし、2.225月を6月28

日に支給するとしています。

そのため、夏期一時金が増え

た！と思われるかもしれませ

んが、きっちりと冬が減額さ

れることになります。

堺支部の団交報告を以下に

掲載します。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

堺支部では例年通り、本部、

他支部に先駆けて5月27日、

29日に夏期一時金交渉を行い

ました。議会日程の関係で29

日を「最終回答」日とすると

言うのですが、そう言いなが

らも27日には「提案」が間に

合わず。２回も交渉する意味

あるん？29日は「初回回答日」

と言うべきとちゃうん？と事

前折衝でも27日交渉でも主張

しましたが、「そのほかの要

求項目にお答えする意味もあ

ろうかと思います」と返され、

それはそうかもしれんけど、

その他の項目に対する回答に

「前進」はあるのかと問い詰

めれば、「それは・・・」。

堺市は一日空白の解消を

回答せず

29日の「最終回答」では当

然のことながら支給月に関わ

る「提案」がありましたが、

安月給で働かされている再任

用職員の期末手当が正規・任

期付職員の約半分に抑えられ

るなど、到底納得できるもの

ではありません。提案する側

も申し訳なさそうでしたが、

常勤講師の一日空白問題、非

常勤講師・職員への一時金支

給問題ともども、法令や「前

例」、他自治体との「横並び」

意識が邪魔して、「おっしゃ

ることはようわかりますが、

どないもなりません」の金縛

り状態は今年も変わりません

でした。これらについては引

き続き交渉を進めることを確

認（会計年度任用職員問題は

別途交渉）。併せて、（堺市

では）「非常勤職員を会計年

度任用職員に位置付けること

自体についても提案事項とす

る」との再確認もしました。

平野広朗（堺支部代表）

●７月７日（日）14時～16時半 豊
中市千里文化センターコラボ２階集
会場
まっすんサポーターズ（池北・豊

島「君が代」処分を撤回させる会）
総会
・第１部 まっすん（増田俊道組

合員）からの報告
・第２部 川口真由美＆右田隆

（歌＆パフォーマンス）
参加費 1000円（カンパとして）

「改元」でうかれてると、
「改憲」でヒドイ目にあ
うよ！

講師 清末愛砂さん
８月17日（土）
開場／13：30 開演／14：
00 エルおおさか709号室
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５月23日、大阪高裁は「君

が代」不起立戒告処分取消共

同訴訟において、控訴人７名

（増田俊道執行委員長・辻谷

博子組合員を含む）のうち、

井前弘幸さんの戒告処分を取

り消しました。一部勝訴とは

いえ、これは大阪「君が代」

訴訟における初めての勝訴判

決です。しかも、大阪府教育

庁は上告を断念しましたので、

「君が代」裁判史上でも初め

て“不起立”戒告処分取消が

確定した画期的な判決といえ

ます。背景には口元チェック

の中原教育長（当時）が、市

民・組合の運動からの非難の

声に強硬路線からの方針変換

をせざるを得なかったことが

あります。

府教育庁の謝罪を求める！

しかし、喜んでばかりはいら

れません。職務命令さえ出て

いないにもかかわらず、大阪

府教育庁は井前さんを戒告処

分とし、しかも大阪地裁はそ

れを認定したのですから。

「君が代」に抗うものを狙い

撃ちにした、初めに結論あり

きの処分を出した府教育庁は

責任を自覚し謝罪すべきです。

「君が代」裁判の本質とは？

なにより、私たち7名の控訴

人が一貫して求めてきた「君

が代」条例ならびに職員基本

条例の違法・違憲性について

は、今回もまた高裁は判断を

回避し、2011年５月から続く

最高裁判例としての“慣例上

の儀礼的所作”論をコピペ

（踏襲）するだけでしかあり

ませんでした。

上告しました！

民主主義社会の鉄則ともいえ

る、憲法が保障するところの

教育の自由、思想・良心の自

由、信教の自由、表現の自由

を守るためにも、私たちは、

「すべての『君が代』処分は

不当である」―その思いを胸

に最高裁へ上告しました。引

き続きご支援をよろしくお願

いします。

辻谷博子(高校支部)

維新の会の主張は

二重行政の解消▼

「府市あわせ」が

「不幸せ」であると揶揄する▼

都構想案で新たにできるのは４

区▼これにより、生老病死の四

苦に愛別離苦・怨憎会苦・求不

得苦・五陰盛苦を合わせた八苦

の不安が増す可能性大である▼

大阪「四区八苦」構想と呼ぼう

【その１５】

●映画「僕たちのキックオフ

(’09)イラク・クルディスタン

地域、日本」

舞台はイラク北部キルクーク

のスタジアム。戦争で家を失っ

た人々が住む。主人公アスーは

国のアラブ化政策で土地を追わ

れ、戻ってきた時には家がない

クルド人。弟は地雷で片足をな

くした。

スタジアムという立地を生か

して民族チーム対抗の少年サッ

カー大会を企画する。それはク

ルド、アラブ、トルコ、アッシ

リアの４チーム。どの民族が審

判をするかで揉めるが外国から

のジャーナリストに頼んで決着

する。クルドのキーパーの負傷

にはトルコのキーパーが助っ人、

ボールが割れた時には近くで遊

んでいた子どもから児童用を借

りるなどして試合は続行する。

予定調和的に話が収束するか

と思われる終盤にトーンが変わ

る。テロが頻発する市場に新し

い球を買いに行く主人公、剃刀

を手にした弟、「地雷･危険」

の立札がある空き地へボールを

取りに行く子どものカットが続

き、緊張感が高まっていく。ｼｬ

ｳｷｯﾄ･ｱﾐﾝ･ｺﾙｷ監督はクルド人で、

当時のＮＨＫは資金援助をして

いる。

《イスラーム映画祭４》

この映画は５月に神戸元町映

画館の映画祭で上映された12本

中の１本。他には、「二番目の

妻 墺」「乳牛たちのインティ

ファーダ 加、パレスチナ、仏」

「私はヌジューム、10歳で離婚

した イエメン」「気乗りしな

い革命家 英」「判決、ふたつ

の希望 レバノン、仏」など。

題名からだけでもイスラーム社

会の人びとが背負っている現実

＝移民・難民、被占領下、幼児

婚、内戦、独裁体制などがわか

る。

【映画祭では岡真理、玉本英子
など研究者、ジャーナリストの
トークセッションも行われた】

（田中浩昭・高校支部）

(２１９）

南河内支部は、５月16日、羽

曳野市教委と団体交渉を行いま

した。

毎年春に、支部では羽曳野市

内小中学校で働く全講師が適切

に雇用が継続されているかを、

市教委にチェックしています。

かつて、雇用条件が事前に知ら

されず不利な雇用条件で働く講

師も複数いたため、しっかり追

及しています。学校教育課から

は、例年どおり、「講師の雇用

については、基本的に継続の方

向で考えている。学級数の増減

や、中学校では教科の関係で継

続が厳しい場合は、他市町村の

紹介など雇用確保に努めたい。」

と、回答がありました。支部か

らは、「毎年のことだが、まず、

組合員の雇用を必ず確保せよ。

そして、羽曳野の全講師が継続

雇用できるよう努力せよ。」と、

念押ししています。この交渉で

明らかになったのは、今年度の、

羽曳野市内小中学校の講師数は、

94人です。次年度の雇用を勝ち

取るには、教育合同の力が必要

です。ぜひ、教育合同に加入し、

みんなで、講師継続雇用を勝ち

取っていきましょう。

続く長時間労働・労働条件問

題についての交渉では、学校校

務員が「市職員→市非常勤嘱託

員→シルバー人材センターから

の派遣」と、改悪されている問

題。パソコン・印刷機、コピー

機など、学校規模にあった配当

がされていない問題について、

改善を強く求めました。児童生

徒数が1000人弱の大規模校でも、

100人程度の小規模校と同じ校

務員配置（１人）、教育設備・

機器の配当です。働く環境の悪

さから、長時間労働につながる

のは当然です。私たち支部は、

市教委に対して粘り強く交渉し、

改善に努めます。引き続き、夏

に団体交渉を行います。

半澤慎次（南河内支部代表）


